





















スマグネ ットの中心軸上で引っ張 られる方向を Zとし､磁場波形は､ sin (Jtに比例する
と考える｡磁場印加による試料の運動はF-m'Z.(m-pV､ p. Vは試料の密度.体積)を解
けば､右の図 1のようにな り､パルス磁場の終わるt-'[/Wには速度 ;-a7E/ 2W､移
動距離 Z-a7t2/ 4u 2を得る (a-axH｡2 /p､ II
H｡:最高磁場､a:勾配の係数)｡われわれは､阪大強磁 fl(I.I)=H(I)sinut
場のパルス条件では速度がcm/Sのオーダーになることに 0









0 Thd /- t
は､反磁性のため押 し返されたのが観測された｡ 0 % t
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図2.単振動の振幅の磁場依存性
